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第５学年国語科学習指導案 

 

                           日 時  平成２３年９月２９日（木）５校時 

       児 童  男子３名  女子５名  計８名 

指導者    木 村 文 彦 

 

１ 単元名 （教材名） 

    説明のしかたについて考えよう （天気を予想する） 光村図書Ｐ.128~137 

      

２ 単元について 

（１） 児童について 

   児童はこれまでに、４年生の「『かむ』ことの力」で段落と段落のつながりを考えながら、大きなまと

まりをとらえることや、まとまり相互の関係を理解することを学習してきた。また、「始め・中・終わ

り」といった文章中のまとまりのそれぞれの役割をとらえることを学習してきた。また、「アップとル

ーズで伝える」「四年三組から発信します」では、事例を挙げ、それを踏まえて最後に結論を示すとい

う構成を学んできた。段落初めの一文が段落内容を統括している文章も繰り返し読んできている。5 年

生の一学期には、「見立てる」「生き物は円柱形」の学習の中で、要旨をとらえて自分の考えを明確にし

ながら読むこと、筆者の考えや文章の書き方についての感想を発表し合うこと、自分の考えを広げたり

深めたりすることを学んできた。   

 本学級の児童は、段落構成の大体についてはとらえることができる児童が多いが、筆者の考えを読み

取ることや要旨をまとめるといったことは苦手とする児童も見られ個人差も大きい。また、自分の考え

を加え発表、交流することには消極的な児童も見られる。  

（２）主たる指導事項 

   学習指導要領第５学年及び第６学年の「Ｃ 読むこと」の目標は「目的に応じ、内容や要旨をとらえ

ながら読む能力を身に付けさせるとともに、読書を通して考えを広げたり深めたりしようとする態度を

育てる。」である。これを受けて本単元では、「読むこと」の指導事項「目的に応じて、文章の内容を的

確に押さえて要旨をとらえたり、事実と感想、意見などとの関係を押さえ、自分の考えを明確にしなが

ら読んだりすること。」(読ウ)、「本や文章を読んで考えたことを発表し合い、自分の考えを広げたり深

めたりすること。」(読オ)を主目標とする。 

   本単元の教材「天気を予想する」は、最初に 文章全体を覆う大きな問いがあるのではなく、小さな問

いがあって答えがあり、それを受けて次の問いが生まれるという展開を三回繰り返す構成となっている。

したがって、少々長い文章ではあるが、既習事項を使って段落相互の関係をとらえることができるだろ

う。また、図やグラフを用いながら事実を説明している部分、筆者の考えを述べている部分などがとら

えやすい。それらの関係をとらえ、全体として筆者が読者に何を望んでいるのかを読むことが、要旨を

とらえることになる。 

（３）指導にあたって 

本単元では、読み取ったことを基に、筆者が伝えたかったことを書きまとめ、文章の内容・説明のし

かたなどについて、自分の考えをもち感想として発表し、交流することを主な言語活動とする。 

第一次では、「天気を予想する」の単元の導入として、天気に関わる経験や天気予報などについて知

っていることを発表し合う。教材文を読み、初めて知ったこと、興味をもったことなどについて、感想

を書き､交流する。さらに､単元の学習課題を設定し、見通しをもたせる。 

第二次では、「天気を予想する」の文章中の三つの問いと答えの関連を考えさせる。筆者が表や写真、

図・グラフを用いた意図を考えさせ、そのことから、筆者の考えの根拠となっている事実についてとら

えさせたい。次に、筆者が伝えたかったことについて書きまとめる。さらに、筆者が伝えたかったこ

とを基に自分の感想をまとめ、発表し合い、交流を図る。 

第三次では、身近なものから、図・表・グラフ・写真が使われた文章を探し、それらの資料の意図や

効果について考え、図・表・グラフ・写真を使った説明の効果について整理する。 
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３ 単元の目標 

（１）国語への関心・意欲・態度 

   ・題材、筆者の考え、文章の書かれ方に興味をもって読もうとする。             

（２）読むこと 

・筆者が事例、理由や根拠として挙げている事実を読み取ることができる。(1)ウ 

・筆者の主張、根拠を自分なりに評価する観点をもち、筆者の主張についての意見を表すことができ

る。 (1)オ 

（３ ）伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

・語句と語句との関係に気を付けることで、文の意味がとらえやすくなることに気付くことがで 

きる。  (1)イ(オ) 

 

４ 単元の評価規準（Ｂ） 

（１）国語への関心・意欲・態度 

   ・題材、筆者の考え、文章の書かれ方に興味をもって読んでいる。 

（２）読む能力 

・筆者が事例、理由や根拠として挙げている事実を読み取っている。 

・筆者の主張、根拠を自分なりに評価する観点をもち、筆者の主張についての意見を表している。 

（３）言語についての知識・理解・技能 

・語句と語句との関係に気を付けることで、文の意味がとらえやすくなることに気付いている。 

 

５ 学習指導計画 （読むこと ７時間 全７時間）    

段階 学習課題 学習活動(時間) 評価規準（Ｂ） 

 

 

つ     

か   

む 

 

・「天気を予想する」を読

んで感想を発表し、学習

の見通しをもとう。 

 

・天気に関わる経験や天気予報などについ

て知っていることを発表し合う。 

・題名について話し合い、全文を音読し、

初めて知ったこと興味をもったことなど

について、感想を書き交流する。 

・単元の学習課題を設定し、見通しをもた

せる。（１時間) 

【関】天気や天気予報について自

分の経験を進んで話し、興味を

もって文章を読んでいる。  

      （発表） 

 

  

   

と    

ら 

え 

・ 

ふ 

か 

め 

る 

 

 

・書いてある内容と表現の

工夫に着目して詳しく読

もう。 

・文章中の三つの問いと答えの関連を考え

る。（２時間) 

 

【読ウ】三つの問いと答えを見つ

けそれぞれの関連を読み取っ

ている。(発表・ノート) 

 

 

 

・表・写真・グラフの意図と数値が用いら

れていることの効果などに着目し、説明

のしかたの工夫を読み取る。 

（１時間) 

【読ウ】表・写真・グラフの使い

方について、筆者の意図や数値

が用いられていることの効果

について気付いている。 (発

表・ノート) 

・筆者が伝えたかったこと

はなんだろう。三百字以

内でまとめよう。  

・筆者の伝えたかったことを三百字以内に

書きまとめる。 （１時間 本時) 

 

【読ウ】筆者の考えとその根拠と

なる事実をとらえ、筆者が伝え

たかったことを書きまとめて

いる。 (ワークシート) 

・筆者が伝えたかったこと

をもとに、自分の感想を

発表しよう。 

・自分の感想を発表し、交流する。   

  （１時間) 

 

【読オ】三つの観点に沿って、自

分の感想を書いている。 

(ワークシート) 

つ 

か 

う 

 

・表・写真・図・グラフを

使った説明の効果を考え

よう。  

・語と語のまとまりや、接続のしかたにつ

いて考える。 

 

・表・写真・図・グラフを使った説明の効

果について整理する。 （１時間) 

【言イ(オ)】語や語のまとまりや

接続のしかたについて理解し

ている。  (発表)  

【読ウ】表・写真・グラフを使っ

た説明の効果について、整理し

ている。(発表・ノート) 
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６ 本時の指導 

（１）ねらい 

  ・「天気を予想する」を読み、筆者が伝えたかったことを書きまとめることができる。 

（２）展開 

段

階 

学 習 活 動 時

間 

指導上の留意点・評価 

 

 

つ 

か 

む 

１ 前時までの学習を想起する。 

２ 学習課題を確認する。 

    

 

 

 

 

 

 

 

３

分 

・前時までに学習した、筆者の説明の工夫につい

て確認する。 

ふ

か

め

る 

 

 

 

 

 

３ 学習課題を解決する。 

・文章構成を確認する。 

・文章中の三つの問いと答えの関連を確

認する。 

・筆者の考えが強く表れている段落を確

認する。 

 

 

 

 

４「天気を予想する」の文章から、筆者は

どんなことを伝えたかったのでしょう。

三百字以内で書きましょう。 

（１）「天気を予想する」を読んで筆者の

伝えたかったことを文章にまとめ

る。 

 ・文章を三百字以内でまとめる。 

 ・書く視点を確認する。 

       重要語句 

       接続語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39

分 

・段落構成や表・写真・図・グラフの意図と効果な

どを思い起こさせ、まとめる手立てとする。    

〈工夫①〉 

 

・文章構成を想起させるとともに、文章中の三つ

の問いと答えの関連、筆者の考えが強く表れて

いる段落はどこかを手がかりとさせる。 

 

〈工夫②〉 

 

・ワークシートを使用し書かせる。字数を制限す

ることによって、必要な文や言葉を選んで文章

をまとめることを意識させ取り組ませる。 

 

○評筆者の考えとその根拠となる事実をとらえ、筆

者が伝えたかったことを 300 字以内で書きまと

めている。 

 

・筆者の考えが表われている段落や、三つの問いと

答えを手がかりにまとめさせる。 

・教師の指名により、まとめた文章を発表させる。 

ま

と

め

る 

５ 本時の学習を振り返る 

 

 

６ 次時の学習課題を確認する。 

 

 

 

 

 

 

３

分 

・児童のまとめた文章の内容やまとめ方について教

師が評価する。 

 

・本時でまとめた筆者の伝えたかったことを基に、

自分の感想をまとめ、交流することを確認する。 

（３）具体の評価規準 

Ａ 筆者が伝えたかったことを、筆者の考えが表われている段落を中心に、重要語句や接続詞を適切に使い、

300字以内で書きまとめることができる。 

Ｂ 筆者が伝えたかったことを、筆者の考えが表われている段落を中心に、300 字以内で書きまとめること

ができる。 

努力を要すると判断された児童への具体的な手立て 

  筆者の主張が最も強く表れている十段落に着目させ、考えをまとめる手がかりとさせる。 

自分の考えを表現する場の工夫 

 

記述に即して考えをもたせる工夫 

○筆者が伝えたかったことはな

んだろう。三百字以内でまとめ

よう。 
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７ 板書計画 
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〈Ｂの例〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文
章
構
成 

 

 

一 

①
②
③ 

二 

④
⑤
⑥ 

 
 
 
 

三 

⑦
⑧
⑨ 

 
 
 
 

 

四 

⑩ 筆
者
の
伝
え
た
い
こ
と
を 

ま
と
め
る 

 

（
三
百
字
） 

  

ま
と
め (

Ｂ
規
準
の
三
百
字
以
内
の
文
章) 

 

筆
者
が
伝
え
た
か
っ
た
こ
と 

  
 

           

・
重
要
語
句 

・
筆
者
の
考
え
が
書
か
れ
て
い
る
段
落 

 

・
文
章
中
の
三
つ
の
問
い
と
答
え 

 

重要語句 

 

 

筆者の伝えたかっ

たことが強く表され

ている段落を中心に。 

 

 

問いや答えに書か

れている筆者の考え

や根拠から。 

 

 

接続語 

 

 

筆
者
が
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
。

三
百
字
以
内
で
ま
と
め
よ
う 

 


